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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　垂直板の上端部から略水平に延びる円弧面の先端傾斜部に小形状の切込み面を備える円
弧状体からなるとともに、垂直板の両端部の一端部若しくは下端部に、タイトフレームの
垂下面に当接させる回動片を背面側に屈曲させてなることを特徴とするタイトフレーム用
補強金具。
【請求項２】
　垂直板の両端側に少なくとも一方に強度を向上させる円弧状体と連なる縁折りを円弧状
体側に屈曲させてなることを特徴とする請求項１記載のタイトフレーム用補強金具。
【請求項３】
　円弧状体の長手方向中央部は、基端部から先端部に至る部位が平らな平坦面からなるこ
とを特徴とする請求項１又は２記載のタイトフレーム用補強金具。
【請求項４】
　垂直板の上端部は、円弧面若しくは略中央部が平坦面であり、その両端部は円弧面から
なることを特徴とす請求項１，２又は３記載のタイトフレーム用補強金具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、タイトフレーム用補強金具に係り、特に、その補強金具がタイトフレーム本体
からのズレをなくし、吊子の傾き角度の調整作業が容易となり、しかも補強金具の強度を
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著しく向上させ、さらに、補強金具を固着させる締付け用のナットの緩みを防ぎ、折板屋
根板面への跡が付かないようにしたタイトフレーム用補強金具に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来のタイトフレーム用補強金具として、例えば、図５及び図６に示す補強金具１が知ら
れている。この補強金具１は、断面逆Ｌ字状の金具本体１０からなり、ボルト１１とナッ
ト１２とで後記するようにタイトフレーム２の垂下面の上端部に、補強金具１を固着させ
てある。
【０００３】
タイトフレーム２は、図示の例では２連構成からなり、一方の平らな上面２０に続く下方
傾斜する傾斜面２１の下端部を母屋７０への取付部２２が設けられている。また、前記上
面２０の他端部には、垂直状の垂下面２３が設けられ、この垂下面２３の下端部に母屋７
０への比較的長い取付部２４が設けられ、その取付部２４の他端部は、前記と同様な傾斜
面２１ａに続き、以下順次上面２０ａ、垂下面２３ａ及び取付部２５からなる２連構成の
タイトフレーム２が形成されている。図中、２６は取付け穴、２７はボルト穴、２８は補
強用リブであり、上面２０，傾斜面２１，２１ａ，垂下面２３，２３ａや傾斜面２１，２
１ａと取付部２２，２４，２５との接触部とに形成させ、補強させている。
【０００４】
上記タイトフレーム２に使用する吊子３は、先端部に小突片３０を備える略半円弧状の幅
広な円弧部３１と幅狭な垂下状の支持部３２とで構成され、図示省略のボルト穴を介して
タイトフレーム２の垂下面２３に取付けられている。しかし、支持部３２の形状は、この
ような形状に限定されずに、例えば、順次幅狭になるなど任意な形状に構成できる。
【０００５】
このような構成のタイトフレーム２を母屋７０に取付け固定させて、折板屋根４が敷設さ
れている。つまり、図５に示すように折板屋根板４０の外馳部４１を左側の吊子３の円弧
部３１に係止させ、反対側の内馳部４２を右側の吊子３ａの円弧部３１内に係止させるよ
うにタイトフレーム２の垂下面２３と傾斜面２１ａとの間に折板屋根板４０を葺き上げて
ある。この外馳部４１部分には、連接させる他の折板屋根板４０ａの内馳部４２ａを馳締
めを行い、折板屋根４が敷設されている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかるに、上記構成の屋根において、例えば、屋根勾配に合わせて吊子３の向きを調整す
る際、補強金具１の上方の平らな支持片１３も一緒に傾けて合わせる作業が必要となり、
その作業に手間取っていた。
【０００７】
実際の作業では、この傾きの微調整をハンマーを使用して行っているが、吊子３をハンマ
ーで叩いて回転させると、補強金具１も回転し、また、ナット１２も共回りすることにな
り、左方向ではナット１２が緩み、再度このナット１２を締付ける直す必要があった。
【０００８】
また、この補強金具１の支持片１３には、折板屋根板４０の上底４３が支持されるが、こ
こに正荷重がかかると強度不足の心配があった。しかも、支持片１３のエッジ部１４に荷
重がかかり、折板屋根板４０に跡が付いてしまっていた。
【０００９】
本発明は、上記課題を解決するために発明されたものであり、その目的は、補強金具がタ
イトフレーム本体からのズレをなくし、吊子の傾き角度の調整作業が極めて容易となり、
補強金具の強度も著しく向上させることであり、さらに、補強金具を固着させる締付け用
のナットの緩みを防ぎ、かつ折板屋根板面への跡が付かないようにしたタイトフレーム用
補強金具を提供するものである。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
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上記課題を解決するため、本発明の第１の発明は、垂直板の上端部から略水平に延びる円
弧面の先端傾斜部に小形状の切込み面を備える円弧状体からなることを特徴とする。
【００１１】
第２の発明は、垂直板の両端側に少なくとも一方に強度を向上させる円弧状体と連なる縁
折りを円弧状体側に屈曲させてなることを特徴とする。
【００１２】
第３の発明は、垂直板の両端部の一端部若しくは下端部に、タイトフレームの垂下面に当
接させる回動片を背面側に屈曲させてなることを特徴とする。
【００１３】
第４の発明は、円弧状体の長手方向中央部は、基端部から先端部に至る部位が平らな平坦
面からなることを特徴とする。
【００１４】
第５の発明は、垂直板の上端部は、円弧面若しくは略中央部が平坦面であり、その両端部
は円弧面からなることを特徴とす請求項１又は４記載のタイトフレーム用補強金具。
【００１５】
【作用】
第１の発明によれば、略円弧面と先端傾斜状の切込み面とを備える円弧状体により折板屋
根は安定的に支持でき、また、その略水平に延びる円弧面と先端傾斜部とで折板屋根を支
持できるため、折板屋根面への跡が付かない。
【００１６】
第２の発明によれば、在来品と比べ垂直板の少なくとも一方に縁折りが形成してあるため
に、補強金具の強度が著しく向上できる。
【００１７】
第３の発明によれば、この補強金具がタイトフレームからのズレがないため、第１の発明
と同様に吊子の傾き角度の調整作業が容易に行える。
【００１８】
第４の発明によれば、第１の発明と同様に、その補強金具がタイトフレームからのズレが
ないため、吊子の傾き角度の調整作業が極めて容易に行えるし、補強金具を固着させる締
付け用のナットの緩みも防げる。さらに、この補強金具によれば、その略水平に延びる円
弧面と先端傾斜部とで折板屋根を支持できるため、折板屋根面への跡が付かない。
【００１９】
第５の発明によれば、その先端傾斜部を備える円弧状体及び中央部が平坦な円弧状体であ
り、構成簡易な安価なタイトフレーム用補強金具である。
【００２０】
【発明の実施の形態】
本発明の実施形態を添付の図面を参照して説明する。図１は、本発明に係る第１例の補強
金具の使用例を示す正面図、図２は、同拡大正面図、図３（ａ）（ｂ）は、第１例に係る
補強金具の説明図であり、（ａ）は正面図、（ｂ）は斜視図、図４（ａ）（ｂ）は、第２
例に係る補強金具の説明図であり、（ａ）は正面図、（ｂ）は斜視図である。
【００２１】
本発明に使用するタイトフレーム２、吊子３及び折板屋根板４などは、上記する従来例の
ものと同じ構成であるため、同じ符号を使用して説明する。
【００２２】
本発明の補強金具は、図３に示する第１例に係る補強金具５と、図４に示す第２例に係る
補強金具６とから構成されている。最初に、図３に示す第１例の補強金具５について説明
すると、この補強金具５は、平らな垂直板５０の上端円弧面から略水平に延びる円弧状体
５１が形成され、この円弧状体５１の先端部に先端傾斜部５２を備えており、先端傾斜部
５２の先端には、小形状の切込み面５３が設けらている。
【００２３】
そして、この垂直板５０の両端側には、円弧状体５１方向に屈曲させて、この円弧状体５
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１と一体構成の強度を図る縁折り５４，５４が形成されている。しかし、この縁取り５４
は両端側に必ずも必要なものではなく、一方側のみに縁取り５４を形成してもよいし、縁
取り５４を全く形成しなくてもよいが、強度性を考慮すると少なくとも一方の縁取り５４
は必要である。図中、５８は、垂直板５０に穿ったボルト穴である。
【００２４】
さらに、この垂直板５０の両端下端部には、円弧状体５１の背面側に屈曲させた回動片５
６，５６によりタイトフレーム２の垂下面２３を挟むことで、補強金具５の回動を防ぎ、
吊子３はフリーに動く。また、一方のみに回動片５６を形成した場合も補強金具５の回動
が防げる。回動片５６が下端部のみに形成されている場合は、この回動片５６がタイトフ
レーム２の垂下面２３に設けたリブ２８に入り、補強金具５の回動が妨げられるが、吊子
３はフリーで動くため、その共回りがなくなる。
【００２５】
図４に示す補強金具６は、平らな垂直板６０の上端面から略水平に延びる長手方向中央部
に平らな平坦面６１と両端部が円弧面６２，６２を有する略円弧状体６３が形成され、こ
の先端傾斜部６４を備えており、この先端には小形状の切込み面６５が形成されている。
【００２６】
さらに、この垂直板６０には、上記する垂直板５０と同じ構成の縁取り５４と回動片５６
とが設けられている。つまり、垂直板６０の両端側には、略円弧状体６３方向に屈曲させ
て、この略円弧状体６３と一体構成の強度を図る縁折り６６，６６が形成されているが、
この縁取り６６は両端側に必ずも必要なものではなく、一方側のみの縁取り６６でもよい
し、縁取り６６を全く形成しなくてもよい。
【００２７】
そして、この垂直板６０の両端下端部には、円弧状体６３の背面側に屈曲させた回動片６
７，６７によりタイトフレーム２の垂下面２３を挟むことで、補強金具６の回動を防ぎ、
吊子３はフリーに動く。一方のみに回動片６７形成した場合も補強金具６の回動が防げる
。また、回動片６７が下端部のみに形成されている場合は、この回動片６７がタイトフレ
ーム２の垂下面２３に設けたリブ２８に入り、補強金具６の回動が防げるが、吊子３はフ
リーで動くため、その共回りがなくなる。図中、６９は、垂直板６０に穿ったボルト穴で
ある。
【００２８】
これら補強金具５，６は、一枚の所定金属板を使用して、例えば、プレス加工などによっ
て上記するような形状に加工されている。
【００２９】
次に、このような補強金具５，６を用いたタイトフレーム２の使用例について説明するが
、補強金具６の使用例は、補強金具５と同様に使用できるため、その説明を省略する。
【００３０】
まず、上記するタイトフレーム２の取付部２２，２４，２５を介して母屋７０に取付け固
定させる。この場合、タイトフレーム２の垂下面２３の上端部には、予め本発明の補強金
具５がボルト１１とナット１２で取付けられている。つまり、タイトフレーム２の垂下面
２３の上端部に、その円弧部３１が上面２０側に向けた吊子３を支持部３２のボルト穴３
３と、補強金具５のボルト穴５８とを一致させて垂下面２３のボルト穴２７に前記ボルト
１１を通してナット１２を締めて、補強金具５がタイトフレーム２の垂下面２３の上端部
に締付けてある。
【００３１】
そして、折板屋根４を敷設するには、上記するように敷設面に複数個のタイトフレーム２
，２，…を配し、屋根の傾き角度に対応させて吊子３の傾き角度を調整させた後、そのボ
ルト１１とナット１２とを強く締付ければよい。
【００３２】
また、折板屋根４を敷設するには、上記従来例と同様に一方の折板屋根板４０の外馳部４
１を左側の吊子３の円弧部３１に係止させ、反対側の内馳部４２を右側の吊子３ａの円弧
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屋根板４０を敷設すればよい。この外馳部４１部分には、連接させる他の折板屋根板４０
ａの内馳部４２ａを馳締めを行うことによって、順次同様な敷設作業を繰り返すことによ
り、折板屋根４を敷設させることができる。図中、４３は折板屋根板４０の上底、４４は
その傾斜面、４５はその下底である。
【００３３】
【発明の効果】
本発明は、以上の構成であれば、次のような効果がある。
▲１▼　本発明の補強金具は、その回動片を介してタイトフレームと一体になり、吊子と
一体に回動しないことにより吊子との共回りがなくなり、傾き角度の調整作業が極めて容
易に行える。
▲２▼　本発明の補強金具は、その縁折りが垂下板に形成されているため、その強度を著
しく向上させることができる。
▲３▼　本発明の補強金具は、従来のハンマーを使用しての調整作業でも締付け用のナッ
トの緩みが防げる。
▲４▼　本発明の補強金具は、その略水平に延びる円弧面と先端傾斜部とで折板屋根を支
持できるため、折板屋根面への跡が付かない。
▲５▼　本発明の補強金具は、一枚の金属板で構成できるため、その制作面でのコストが
かからず、簡易に安価に提供できるものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係る第１例の補強金具の使用例を示す正面図。
【図２】　同拡大正面図。
【図３】　図（ａ）（ｂ）は、第１例に係る補強金具であり、図３ａは正面図、図３ｂは
斜視図。
【図４】　図（ａ）（ｂ）は、第２例に係る補強金具であり、図４ａは正面図、図４ｂは
斜視図。
【図５】　従来例の正面図。
【図６】　タイトフレームの斜視図。
【符号の説明】
５　　　　補強金具
５０　　　垂直板
５１　　　円弧状体
５２　　　先端傾斜部
５３　　　切込み面
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